
ＡＩを活用した保育所入所選考事業 別紙１

提案者 愛媛県宇和島市

実施地域 愛媛県宇和島市 分野別モデル 保育所マッチング

事業概要

当市では、就学前児童数は減少傾向にある一方で、要保育者数は横ばいで推移していること
から、保育利用率が比較的高く、保育需要は年々高まっている状況である。
また、保護者の世帯状況や希望等に応じ、複雑な選考基準の下で職員が手作業で入所選考を

行っており、結果通知を行うまでに膨大な時間を要しているため、保護者の復職などに影響が出
ている。
入所選考にＡＩを導入することによって、市民の保育ニーズに的確に応えるとともに、選考業務

の大幅な時間短縮による早期の結果通知を実現することで、市民サービスの向上を図る。

ＡＩ導入後

入所選考作業に膨大な時間が必要 保護者 わずか数秒で選考が完了

就労等の選択肢増加

結果通知の早期化

きめ細やかな入所選考
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